
工学研究科 
【アドミッション・ポリシー】 

 大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、工学研究科では、人類社会の持続的発展のために

独創的な科学技術の進歩に貢献し、高い倫理観を持ってその恩恵を国際社会に還元したいという強い

意欲と向上心に溢れ、次のような資質を持つ人を求めています。 

 （１）専攻分野における基礎的・専門的な知識並びに技能 

 （２）主体的に問題に取り組み、課題解決のために論理的な考察を行う能力 

 （３）自らの考えを的確に伝えるための表現力や討論する能力 

 （４）グローバルなコミュニケーションに必要な英語力 

 博士前期課程では、このような人材を求めるために、筆記試験と口頭試問から成る一般の入学試験

を実施しています。また、研究能力に特に秀でた学生を国内外から広く受け入れ、優れた研究者・技

術者を育成するために、博士前期課程推薦入学特別選抜制度による入学試験、留学生を対象とした外

国人留学生特別選抜制度による入学試験、４つの英語特別コースの入学試験を設けています。 

 博士後期課程では、上記の資質に加え、以下に示す能力を有する人材を求め、筆記試験と口頭試問

等から成る一般の入学試験を実施します。 

 （１）博士論文研究分野に関する先端的知識と技能 

 （２）自ら実施した研究を整理して論文を作成する能力、及びその内容・成果を発表し、それに関

する討論を行う能力 

 また、研究能力に特に秀でた学生を国外から受け入れるために、外国人留学生特別選抜制度、４つ

の英語特別コースへの入学試験を設けています。 


